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以下の手順には、PPTプロバイダーアカウントにサインアップする方法に関するステッ

プバイステップのガイダンスが含まれています。 

HL7データの送信手順は、PPTHL7ガイドに個別に記載されています。以下の関連リン

クを参照してください。 

アカウントを作成 

 publicpandemictools.comにアクセスし、[サインアップ]をクリックします。リ

ンクはメインメニューバーにあります。 

 お住まいの地域を選択してください。 

 タイムゾーンを選択します。ログインしている間、日付と時刻はそれに応じて調整

されます。 

 承認された連絡先の電子メールアドレスを入力します。メールアドレスはアカウン

トのユーザー名でもあり、お住まいの地域で一意である必要があります。組織のイ

ンターネットドメイン名の電子メールアドレスを優先します。 

 パスワードを入力します。 [確認]ボックスにパスワードをもう一度入力します。 

 注：私たちはあなたのパスワードにアクセスできません。忘れた場合は、リセット

して変更する必要があります。 

 [サインアップ]で、[テストプロバイダー]を選択します。 

 組織の名前と住所を入力します。この情報は、お客様が誠実なテストプロバイダー

であることを確認するために使用され、個人を特定できるすべてのアカウントデー

タと同様に、お客様の同意なしに第三者に開示されることはありません。お客様か

らのリクエストの完了または本人確認のために必要な場合を除き、お客様への連絡

に使用することはありません。 

 利用規約を読んで同意し、[続行]をクリックします。 

 確認リンクのメールアドレスを確認してください。電子メールに含まれている確認

コードをWebページに入力して確認します。これでアカウントが作成されました。 



無料で使用できるように構成する 

 データレポートの設定。アカウントが作成されると、データレポートの設定に移動

します。ワークフローと必要な変換を変更するための詳細な手順については、ペー

ジの指示に従い、PPT HL7ガイド（下部のリンク）を参照してください。 

 ガイダンスとリソースリンク。メニューバナーで[ガイダンス]を選択します。各ト

ピックのテスト結果とともに表示されるリソースとガイダンスのリンクを入力しま

す。リンクがない場合は、利用可能な場合は、お住まいの地域の公衆衛生アカウン

トから取得されます。それ以外の場合は、デフォルトのリンクが使用されるか、テ

スト結果とともにリンクが表示されません。 

 許可されたユーザーの連絡先。メニューバナーで[プロファイル]を選択します。 

[更新]ボタンまで下にスクロールして、をクリックします。許可されたユーザーの

連絡先名、電話番号、および電子メールアドレスを入力します。情報は非公開であ

り、サービスを維持するためにのみ使用されます。 

 サポートPIN。必要に応じて、テクニカルサポートによる認証に使用できるサポー

トPINを入力します。 

 患者の許可。テストプロバイダーまたは患者との医療サービス契約に関連する許可

が含まれている天気を選択してください。 

 組織のブランディング（オプション）。サブドメインの略語を選択し、組織のルッ

クアンドフィールを維持するようにバナーを構成します。 

HTMLアセットまたは書面による出版物でオンラインコンタクトトレーシングのリ

ンク（XXX.publicpandemictools.com）を使用します。警告！構成が不十分

だと、ユーザーエクスペリエンスと信頼が低下します。 

 保存します。 [保存]ボタンまで下にスクロールして、[保存]をクリックします。 

 無料サービスが構成されました。 

HL7がセットアップされている場合、PPTは機能しており、それ以上のアクション

は必要ありません。患者は、検査結果のピックアップ、リソース、およびオンライ

ンのコンタクトトレーシングのために紹介される場合があります。 

拡張ツール用に構成する 

最初に無料サービスを構成し、ログイン後にここで続行します。 

 購読します。メインメニューから[プロファイル]を選択し、上部の[プロファイル]

ページのインデックスから[拡張ツールサブスクリプション]を選択します。 



[購読]ボタンをクリックします。下にスクロールして、毎週のOBX / 

RXAメッセージ数を見積もります。サブスクリプション契約を読んで同意します。

支払いオプションを選択し、ダイアログを完了します。完了すると、プロファイル

に転送されます。サブスクリプションの概要でステータスが更新されると、サブス

クリプションを使用できるようになります。 

 スタッフアカウント。スタッフによるフォローアップとレポートの監視。 

[プロファイル]ページを下にスクロールして、[プロファイルの更新]ボタンをクリ

ックします。スタッフアカウントまでスクロールし、スタッフアカウントのパスワ

ードを入力します。アカウントのユーザー名とスタッフのパスワードを使用してロ

グインすると、サービスにはスタッフに適した機能のみが表示されます。下にスク

ロールして[保存]を選択します。 

 活動。 

PIN調査、コンタクトトレーシングのフォローアップ、およびレポートは現在利用

可能です。使用法の詳細については、サービスWebページの指示に従ってくださ

い。 

 レポートのメーリングリスト。 

[プロファイル]ページを下にスクロールして[レポートのメーリングリスト]を表示

し、[構成の更新]を押します。週に1回または毎日レポートを受信し、送信するレ

ポートを選択します。受信者のメールアドレスを1行に1つずつ入力し、保存しま

す。 

大都市圏の構成 

メトロポリタンサービスでは、患者PINがテストプロバイダーグループのすべてのメン

バー間で一意である必要があります。 

まず、上記の無料サービスと有料サービスを構成し、必要に応じてログインします。 

 メインメニューバーで[データ設定]を選択します。 

 「プロバイダー名（プロバイダーコード）-

組織名」を確認し、患者に認識されることを確認します。組織名は、プロファイル

に表示されるものです。そうでない場合は、適切な名前を選択し、それに応じてワ

ークフローを更新してください。 

 グループメンバーと協力してアカウントの資格情報（プロバイダーコード、プロバ

イダー名、秘密鍵）を交換し、わかっている場合は送信元IPアドレスを取得し、PP

THL7ガイドを使用して各メンバーがPPTに送信できることを確認します。 



 すべてのグループメンバーがそのような許可を持っていない限り、プロファイルで

患者の許可の選択を解除します。 

 グループが地理的領域内のテストプロバイダーの100％を代表している場合（ホー

ムテストを除く）、カバーされた領域に既知のラベルを付け、マップツールの1つ

を使用してポリゴンを作成します。座標を記録し、テキストエディタを使用して、

最初に緯度、次に経度を編集します。 

[ポリゴン]テキストボックスに貼り付けます。 

 対象エリアには、無料のウイルスロケーションおよび近接アラートWebサービスが

あります。 

 パンデミックが終了したら、PayPalアカウントを使用してサブスクリプションをキ

ャンセルします。 PPTは自動的に通知され、それに応じて更新されます。 

このドキュメントの今後の更新については、publicpandemictools.comのAboutペー

ジのPublications領域を確認してください。 
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